
久留米市卸売市場運営協議会（要旨会議録） 

 

日時：令和 6 年 11 月 18 日（月）10:30 から 11:25 まで 

場所：久留米市中央卸売市場 大会議室 

出席者：委員総数 20 名中 18 名出席 

     （欠席者 ：2 名） 

次第 

１ 開設者挨拶 

２ 議題 

   第 3 期市場活性化推進計画の取組み状況について 

３ 報告事項 

    「久留米市中央卸売市場事業 経営戦略」の策定について 

    「いちば de マルシェ ｅ ショッピング」 の開始 

「いちばブランド農産物」のロゴリニューアル 

４ その他 

 

--------- 

１ 開設者挨拶 

●市長：市長挨拶 

 

２議題：第 3 期市場活性化推進計画の取組み状況について 

●事務局 

【配布資料 第 3 期市場活性化推進計画の取組状況について】の説明  

〇A 委員 

・青果部は前年に対し、売上金額で 111％。数量の 100％。収益 107％。若干ではあるが、

前年を上回っている。猛暑により、全国の各産地では影響を受け、数量減の単価高の傾が続

いたことが要因。収益には、諸経費物価高騰により厳しい状況。生鮮食品については、価格

転嫁は十分ではない状況と考えている。 

〇B 委員 

・第３期市場活性化推進計画の令和７年度の売上高目標 32 億円に対して 36.5 億円となっ

ており、目標を上回った数字で進めている。令和 6 年度も予算の 101％となっており、37 億

円を達成できる見込みである。 

〇C 委員 

・「筑紫次郎の贈り物」ロゴマークのリニューアルだが、この商品については取扱いしない



企業があったが、イメージを変えたいということなのか？ 

●事務局 

・４年以上たっており、消費者の意識からもなくなっている。 

〇D 委員 

Instagram が昨年度に比べて投稿が倍に増えているが、状況をお聞きしたい。 

●事務局 

・ＳＮＳの管理については、久留米青果株式会社が行っている。マルシェや市場まつりなど

イベントのタイミングで投稿し周知をするなどしている。先日の農業まつりでは、Instagram

の登録促進で、登録をしていただいた方に、野菜をプレゼントするなど、地道に続けている。 

〇E 委員 

・価格転嫁が難しい他の業種では人件費を削る等の例がある。課題は何と考えるか。 

〇A 委員 

・一番の課題は、人材募集を行ってもなかなか人が来ない。青果市場では、休日出勤、休日

であるが翌日の手配をしないといけない等の業務があることがネックである。 

〇B 委員 

・水産物部も働き手の問題が大きい。市場としての流通を減らさないために、水曜日の休み

を交代で休日とし、従事する職員を減らし、一方で営業することで対応している。 

・大きな問題が、漁業者の減少である。高齢化にともなう従事者の減少がある。 

〇F 委員 

・昨年度の久留米市介護サービス事業の意見交換会等での相手方の反応を聞きたい。 

〇D 委員 

・事業者協議会総会で市場より説明をしてもらった。地産地消、地元の農産品栄養価値等含

め様々な内容であった。少しでも貢献できればと考える。 

〇F 委員 

・市場を活用してもらいたい。 

３ 報告事項：「久留米市中央卸売市場事業 経営戦略」の策定について 

●事務局 

【久留米市中央卸売市場事業 経営戦略】の説明  

 

３ 報告事項：「市場 de マルシェ e ショッピング」の開始について 

〇A 委員 

・本年 9 月より、市場 de マルシェの e コマース事業として、インターネット上での、青果

物の販売に取組んでいる。e ショッピング事業を行うが、ロジスティック久留米という子会

社まで取りに来ていただくモデルとなった。 



 

３ 報告事項：「いちばブランド農産物」のロゴリニューアルについて 

●事務局 

・このロゴをリニューアルしたのちに、どうしていくのかが重要となる。卸、仲卸、売買参

加者、生産者含めて考えていきたい。 

〇G 委員 

・久留米という生産地は、福岡という大市場が近くにある。物流費が現在問題となっている

が、久留米から福岡に青果物を出す仕組みが作れるのではないか。 

〇会長 

・久留米は生産地だから農作物が出るので、その販売力を強化しながら、卸と仲卸の連携が

不可欠だと考え、近郊生産者に回りながら話をしている。 

〇E 委員。 

・e ショッピングは周知をもっと行ってもらいたい。 

・引取りの利便性向上はどのように考えているのか。 

〇A 委員 

・e ショッピングの引取り時間は、ロジスティック久留米の職員が対応しているため 17 時

までである。 

・引取り時間延長についてのご意見は寄せられている。19 時や 20 時まで引取りができると

利便性もかなり向上するのではないかと考える。 

●事務局 

・商品の引取り時間を考えた際に、日々のサイクルからみれば夕方が多いと思われる。卸・

仲卸と話をしながら、市として協力できる部分があれば、引取り時間の延長など進めていき

た。 

〇E 委員。 

・検討をお願いしたい。 

 

４ その他 

※質問等なし 

 


